
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）
を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含み
ます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所
以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが
期待される内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 平成22年12月27日

評価機関名 株式会社　Ｒ－ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

法人名 社会福祉法人　豊笑会

訪問調査日 平成22年11月2日

事業所名 弥生台グループホーム

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1473600540

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞



㈱R-CORPORATION外部評価事業部

自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成22年11月2日

事　業　所　名

（ 神奈川県

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

社会福祉法人　豊笑会

1473600540
平成15年3月1日

所　　在　　地

　□　小規模多機能型居宅介護

平成22年10月20日

サービス種別

定　 員　 等

弥生台グループホーム

登録定員

通い定員

宿泊定員

定員　計

ﾕﾆｯﾄ数

36 ～ 55

56 ～ 68

）

横浜市泉区弥生台５５－６２

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

15 ～ 22

23 ～ 35

自己評価項目

 1 ～ 14

　■　認知症対応型共同生活介護

Ⅴ アウトカム項目

評 価 結 果
市町村受理日

平成23年1月24日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

このホームの特長
①このホームの特長の1つは立地条件、住環境の良さである。駅から徒歩7～8分の住宅地に
あり、駅からも商店街からも近い上に近くには畑があり、素晴らしい環境と平屋2棟による2
ユニットの建物は広い庭、各ユニットの中庭とゆったりと作られており、犬やアヒルが居て
ゆったりとした作りとなっている。ホームの夏祭りでは、庭に100人以上が入って流しソー
メンが行えること。エントランスの広さなどもグループホームと思えない広々とした良い施
設である。
②地域との係りについては、理念の中に「地域に開かれたホーム」を謳い、地域との交流の
具体例として、老人会への参加と併せて老人会の方の来訪を企画し、来て頂きやすいように
日程（第4日曜日）を設定し、老人会で回覧して頂きお招きをしている。保育園との交流に
ついては、第2、第4木曜日に交流を行い、（最近はADLが低下して、来て頂くことが多い）
子どもとの触れ合いを楽しんでいる。又、ボランティアは地元の方のご協力で順次増えて、
沢山の方が団体や個人で訪問頂き、楽しませてくれている。
③このホームの法人は職員の意向の吸い上げに熱心であり、職員会議を中心とした意見を法
人グループホーム連絡会(管理者、リーダーで構成)、法人連絡会(役員、管理者で構成)で取
り上げるよう努めている。
④今回、管理者の交代があり、新管理者の方針は職員との対話を中心として新体制の構築を
図っている。現状行なわれている管理手法（アセスメント、モニタリング、センター方式
等）については当面継続し、職員との対話を中心としながらより良いホーム運営の構築に努
めて行きたいと考えている。

　ケアの礎となるケアプランを、全職員が認知症の為のケアマネジメントセンター方
式（以下、センター方式と表記）を理解し習得し、全員参加のケアカンファレンスを
行い、皆で作り上げている。
　全職員がユニットリーダーを支え、自主的にグループホームの運営に携わり、事故
無く、「入居者に喜んでもらうには」「入居者により良いケアをするには」という気
持ちを持ち、業務を遂行している。そこには、開所当初から勤務している職員が多数
定着し、チームワークの良さと長年のケアの構築があり、入居者の家族は安心して任
せて下さっている。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

平成　22 年度

株式会社　R-CORPORATION

221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町3-30-8　ＳＹﾋﾞﾙ２Ｆ

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成15年3月1日指 定 年 月 日

平成22年12月27日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

事 業 所 番 号



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　理念に基づき、ご利用者が安心、安全な生活
を安定した日々として穏やかに過ごされるよ
う、管理者と職員ともに切磋琢磨しながら共有
し、実践している。

理念に基づき、利用者が安心、安全な生活を安定し
た日々として穏やかに過ごされるよう、管理者と職
員ともに切磋琢磨しながら理念を共有し、実践して
いる。今回、管理者の交代があったが、現状行なわ
れている管理手法等については当面継続し、職員と
の対話を中心としながらより良いホーム運営の構築
に努めて行きたいと考えている。

今後の継続

　地域の弥生台自治会に加入させていただき、
地域行事に参加したり、近くの保育園と交流さ
せていただいたりしている。

地域の弥生台自治会に加入し、行事案内を頂き、納
涼祭、運動会、大掃除等に参加している。自治会の
防災訓練にも参加する予定にしている。近くの保育
園と交流の触れ合いがある。ボランティアでは歌
（ピアノ伴奏で）、地域老人会のお二人がハーモニ
カで訪問してくれている。「ぽかぽか」の人が紙芝
居、読み聞かせに来て、現代風おとぎ話なども紹介
してくれている。

今後の継続

　弥生台自治会の老人会でグループホームにつ
いてのお話や介護、福祉についてのお話をさせ
ていただいている。

　運営推進会議では、地域住民の方々や、ご家
族、行政職員、地域包括職員、ホーム職員に参
加いただき、より良いサービスを行えるよう意
見交換している。

運営推進会議のメンバーは自治会長、民生委
員、ご家族、行政職員、地域包括職員、ホーム
職員であり、運営推進会議では、より良いサー
ビスを行えるよう意見交換している。地域を交
えた防災訓練の相談も考えている。

今後の継続

　泉区高齢者支援課の方々、地域福祉職員と連
絡を取り合いながら協力関係を築いている。

泉区は高齢施策に熱心であり、高齢者支援課の
方々、地域福祉職員と連絡を取り合いながら協
力関係を築いている。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

　管理者、職員ともに高齢者虐待防止関連の研
修会に参加し、日々の業務でケアの方法が虐待
になっていないかを常に話合っている。

　ご家族からの相談にはその都度対応し、関係
機関に繋げていくよう働きかけている。

　契約書に判り易く示し、契約時、退去時に不
安や疑問に思っているかの確認を取り、十分な
説明を行い同意を得ている。

　ご利用者やご家族が不満や不安なことを気軽
に話しかけられるように、管理者や職員で雰囲
気や機会を作るようにしている。

ご利用者やご家族が不満や不安なことを、職員
に気軽に話しかけられるような雰囲気作りと機
会に努めている。センター方式を採用し、意思
を伝えられない利用者の希望も配慮するように
している。

今後の継続

　職員会議やケアカンファレンス時に、ケアの
方法が身体拘束に繋がるかを検討している。各
ユニットの施鍵は極力しないように努め、中庭
や裏庭には自由に出入りできるようにしてい
る。

職員会議やケアカンファレンス時に、ケアの方
法が身体拘束に繋がるかどうかを問題視しなが
ら検討するよう努めている。各ユニットの施鍵
は極力しないようにし、ホームの中庭や裏庭に
は、ご利用者が自由に出入りできるように配慮
している。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

　代表者や管理者は、職員からの意見や提案を
聞き、それらが可能かどうかの話合いをする機
会を作っている。

代表者や管理者は、職員からの意見や提案を聴
き、それらについて話合いをする機会を設けて
いる。個人的に面接は随時行なう他、パートの
更新時、60歳以降の１年毎の更新時には面接を
実施している。

今後の継続

　横浜市グループホーム連絡会に加入し、グ
ループホーム間での勉強会や現場研修に参加
し、サービスの向上を目指している。

　職員一人一人の努力、実績、勤務状況を把握
し、各自が誇りを持って仕事ができるように職
場環境を整えるように努めている。

　介護福祉士やケアマネジャー等を目指し、向
学心を持って仕事が出来るようサポートしてい
る。法人内外の研修会の受講を職員の力量に合
わせて勧めている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　ご入居なさるまでに、ご本人とお会いし、お
話を伺いながら、不安や要望等を聞き出し、ご
本人との関係作りに努めている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

　ご入居されるまでに、ご家族等と何度もお話
合いをして、不安や要望等を聞き出し、対応で
きるよう、関係作りに力を入れている。

　ご入居されたら、ご本人やご家族の現状を伺
い、「その時」に必要な支援は何かを、他の
サービス利用も含め対応をご相談している。

　職員と一緒に家事や作業をして、教えていた
だける場面があり、日常生活を共に過ごすこと
で、お互い支え合いの関係を築いている。

 ご家族等のご本人への思いや気持ちを伺いなが
ら、又、ここに至るまでの苦労や戸惑いを共感
しながら一緒にご本人を支えている。

　ご本人のお馴染みの方が訪ねて来やすい雰囲
気を作っているし、同行者の方とお出掛けもし
ていただき、電話をかけたり、手紙を出したり
も支援している。

本人の馴染みの方が訪ねて来やすい雰囲気を作
るよう工夫に努め、同行者の方と出掛ける機会
を作り、電話や手紙を出すよう支援に努めてい
る。このホームを第2の自宅として近隣と楽しく
生活して行けるよう支援している。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部
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実施状況 実施状況
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自
己
評
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項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

　利用者同士の関係を把握し、衝突が起きない
ように良い関係作りをしている。衝突が起きた
場合は、職員が間に入り、孤立する状況は作ら
ないように配慮している。

　サービス利用が終了しても、ご本人やご家族
の要請があれば、ご相談等に応じ、これまでに
築き上げた関係を大切にしている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　ご本人からのアセスメント、ご家族からの聞
き取り、生活の中で話される言葉、職員の観察
で心の内の言葉を汲取るようにしている。

現在、センター方式全シートを実施している。
本人からのアセスメント、ご家族から聴き取る
ことや日々の生活の中で会話から発せられる言
葉に着目したり、観察により本人の心の内に寄
り添い理解するように努めている。

今後の継続

　ご入居される際、今までの暮らし方や生活環
境が変わって戸惑いのないように、関係機関か
ら情報を収集している。

　お一人おひとりの一日の過ごし方や心身の観
察、バイタルチェックを行うと共に、出来るこ
と出来ないことの見極めを判断している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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価
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外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

　ご本人の思いや願い、ご家族の要望を聞き
取ったり、汲取るようにして、全職員がカン
ファレンスに参加し、介護計画作成に加わって
いる。

月1回のモニタリングのカンファレンスを通じた
アセスメントにより、本人の思いや願い、ご家
族の要望を抽出し、介護計画に反映し作成を
行っている。また、全職員がカンファレンスに
参加し、介護計画作成に加わっている。

今後の継続

　個人ごとに毎日の生活の様子、状況を観察し
記録し、又、至急の情報が全職員に行き渡るよ
うに申し送りノートを活用している。

　何時でもご本人やご家族の要望を聞ける雰囲
気を作るよう心掛け、柔軟にお応えできるよう
なサービスの情報収集に取り組んでいる。

　地域の自治会の会長、民生委員、ボランティ
ア等の方々の来訪で安全で豊かな暮らしをサ
ポートしていただいている。

　ご本人やご家族の希望されるかかりつけ医を
大切にし、受診の際には直近のバイタル記録、
身体の様子、生活の様子をお伝えするようにし
ている。

本人やご家族の希望するかかりつけ医を大切に
し、受診の際には直近のバイタル記録、本人の
身体の様子、生活の様子を伝え連携に努めてい
る。近くのクリニックが提携医であり、医療体
制は良好である。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
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評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

　職場内に看護職員の配置が無いため、協力医
療機関の看護士が相談に乗っていただいたり、
薬については薬剤師に相談に乗っていただいた
りして、個人ごとに支援している。

　入院時、入院中、退院時に、ご家族と共に医
師とのカンファレンスに参加し、ご本人のため
のお話合いを重ねている。

　入居時に、ご家族と可能ならばご本人も交
え、重度化した場合や終末期のあり方を事業所
で出来ることを説明したうえで、ご家族から医
療機関への申入れをしていただき、方針の共有
を諮っている。

入居の際に、ご家族や本人も交え、重度化した場
合・終末期のあり方について、事業所で出来ること
を説明し、方針の理解を得ている。ホームでは、医
療連携体制を敢えてとらないことで、ご家族との話
し合いはより多くしている。ご家族からも医療機関
への申入れをして頂くよう配慮に努めている。

今後の継続

　利用者の急変や事故発生時の救急対応、連絡
方法等のマニュアルを作って、全職員に周知
し、確認を取っている。

　ホーム内での防災訓練を実施し、自治会での
防災訓練に参加し、地域に当ホームの存在は認
識してもらっている。

ホーム内での防災訓練を実施し、自治会での防
災訓練にも参加し、地域との協力体制を築いて
いる。情報公表の調査で研修、訓練の実施状況
を確認した。 今後の継続
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

　一人ひとりの生きていらした歴史を大事に
し、敬意を表す言葉かけをし、プライバシーに
配慮してＴＰＯに合わせた対応をしている。

一人ひとりの人生の背景・歴史を大切に考え、
敬意を示し、敬う言葉かけに努めている。ま
た、本人のプライバシーに配慮し、ＴＰＯに合
わせた対応をしている。人格の尊重とプライバ
シーの確保には充分配慮している。

今後の継続

　ご本人が常々思っていることや希望を言い出
しやすいような雰囲気作りや、自分で物事を決
定できるよう支援している。

　ホーム全体の生活の流れがある程度決まって
いるが、一人ひとりのペースに合わせ、日に
依っての過ごし方をしてもらっている。

　各自で持ってきている範囲内で身だしなみや
おしゃれを楽しんでいただいている。訪問理美
容を利用したり、行きつけのお店もご家族が連
れ行ってくださる。

　一人ひとりの好物や苦手な食べ物を把握し、
臨機応変に対応している。利用者が生活の中で
一番楽しみにしている食生活を職員と一緒に準
備、食事、片付けをしている。

食事は、メニュー付きの食材会社を利用し、職員の
介護へ向ける時間の確保を図ることとした。但し、
一人ひとりの好物や苦手な食べ物を把握し、臨機応
変に対応するようにしている。利用者が生活の中で
一番楽しみにしている食生活を職員と一緒に準備、
食事、片付けをするようにしている。

今後の継続
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

　毎月体重測定をし、栄養状態を確認しなが
ら、一人ひとりの食事摂取量、水分摂取量の目
安を決め、また、形態も工夫し食事の提供をし
ている。

　毎食後、全利用者に口腔ケアを行っている。
必要に応じて職員が介助している。

　一人ひとりの排泄チェックを行い,排泄パター
ンやリズムをつかみ、失敗を少なくし、快適な
生活を過ごしていただく。

一人ひとりのバイタル・チェック表により、そ
れぞれの排泄チェックを行い、排泄リズムやパ
ターンをしっかり掴み、失敗を少なくし、快適
な生活を過ごして頂くよう支援している。 今後の継続

　一人ひとりに合った便秘予防に効くと言われ
る食材を用意し、運動の参加を呼び掛け便秘予
防に努めている。

　対人関係や入浴順を配慮しながら入浴を支援
している。

ご利用者同士の対人関係に配慮し、入浴順やタ
イミングを考慮しながら個々に入浴を支援して
いる。

今後の継続
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

　一人ひとりの睡眠チェック表を記録し、昼間
の時間と夜間の時間とで、生活の過ごし方にメ
リハリをつけ、休息と睡眠の時間を取れるよう
にしている。

 一人ひとり処方された薬の用法、用量、副作用
などの載った処方箋を、個人ファイルにして職
員が目に届く場所に保管している。

　一人ひとりの趣向や力量に合わせて、日々の
役割や楽しみごとを活かせるようにしている。

　犬の散歩に交代で行ったり、中庭や裏庭に安
全を確認しながら出入りできるように支援して
いる。又、ご家族も外食、旅行、かかりつけ医
に機会を見つけて連れ出して下さる。

戸外へは、ホームで飼っている犬の散歩に交代
で行ったり、中庭や裏庭に出入りできるように
支援している。ご家族との外食や旅行に行く機
会を支援している。また、ご家族は、専門医や
かかりつけ医にも連れて行って頂いている。

今後の継続

　お買い物の時や、外出レクリエーションの時
には、ご自分でお金を持っていただき、好みの
品物が買えるように支援している。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

　ご希望があれば、ご本人から電話をかけた
り、手紙を出したり貰ったりは、自由にできる
ようにしている。

　玄関、廊下、リビング、食堂、トイレ、浴
室、台所等を広くしてあるのでゆったりと過ご
せるよう雑音、光、温度、設営物等に配慮し、
季節感を採り入れながら居心地の良い生活が過
ごせるようにしている。

共用空間は広くゆったりとしており、また、混
乱をまねくような刺激に配慮し、快適に過ごせ
るように工夫されている。また、季節感を採り
入れ、日々の生活が居心地の良いよう配慮に努
めている。 今後の継続

　広い空間の中にも人目から隠れる場所を作
り、一人になれる場所を設けたり、ソファーで
気の合った利用者同士で座れたりと工夫をして
いる。

　入居時にご本人や家族で、居室を今まで使っ
ていた馴染みの家具や寝具を配置し、飾り物も
お任せして、安心して生活できるように工夫し
ている。

居室は、今まで慣れ親しんだ家具や寝具で配置
され、本人や家族で飾りつけがされる等、安心
して居心地良く生活できるように配慮してい
る。 今後の継続

　廊下、浴室、トイレ等に手摺を設け、一人ひ
とりが安全で自立した日常生活が送れるように
工夫している。
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　　弥生台グループホーム

　　清泉館

 事業所名

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

行政の方には運営推進会議の場に置いて、分か
らない事など相談したり、アドバイスをしてい
ただいている。

地域住民の方に事業所や認知症の方を理解して
いただけるように、第４日曜日に見学や利用者
の方とお話しする機会を設けている。

地域の方を始め、他方の方々に参加していただ
き、テーマに沿った意見交換をし、サービスの
向上に活かしている。

理念に基づいたケアを心がけ、利用者の安全を
第一に安心、安定した日常生活が送れる支援を
実践へと繋げている。

弥生台自冶会の一員として、地域交流の場には
利用者の方と一緒に参加させていただいてい
る。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

身体拘束をしないで事故がおきないケアを、職
員一人ひとりが意識し、実践に繋げていけるよ
うに、職員会議の場で話し合っている。

ご利用者やご家族が不安や不満等の意見が言い
やすいように、面会に来られた際には職員はご
家族が話しやすい雰囲気を作るように努めてい
る。

虐待防止関連の研修会で学ぶ機会を設けたり、
職員全員が虐待防止への意識を持ちケアに取り
組んでいけるよう、職員会議の場でも話し合
い、支援する上で常に注意していくようにして
いる。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

ご本人と話す機会を多く持ち、その方の思いを
より多く聞いていけるような関係作りに努め、
支援の方向性を共に考えていけるようにしてい
る。。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

ご利用者の友人、親戚の方が気がねなく面会に
来られるように職員は雰囲気の良い環境作りに
努めている。

日常生活を共に過ごす中で、一人ひとりのご利
用者が、できる範囲のお手伝いをお願いし、互
いに支え合える関係を築いている。

ご家族がご利用者を思う気持ちを理解し、ご家
族と一緒にご本人を支えていける関係を築ける
ように努めている。

ご家族にお話しを伺い、ご家族の希望や不安に
思う事を理解し、ご家族が安心してご利用者の
生活を任せていただけるような関係作りに努め
ている。

ご本人とご家族の現状を把握した上でサービス
の利用について一緒に考えている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

バイタルチェックを始め、一人ひとりの心身状
態を観察し、変化を見落とさないように努めて
いる

日常会話の中で、ご本人が話される言葉から思
いをくみ取れるよう勤め、支援する上で活かせ
るようにしている。

入居に至るまでのご本人の生活暦などを把握
し、生活環境が変わる事で不安や困惑が少しで
もないように支援に努めている。

契約が終了しても、ご本人やご家族が相談を求
められた際にはできるかぎり応じられるように
努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

ご利用者の人間関係を把握し、職員が必ず間に
入り、家事、レクリェーションなどを楽しく行
えるように支援している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

傾聴、音楽療法、読み聞かせ等のボランティア
さんの来訪で変化のある日常生活を送れるよう
に支援に努めている。

本人、及びご家族が希望されるかかりつけ医を
受診される際には、日頃の身体状況をお伝え
し、かかりつけ医との関係を大切にしている。

日常生活での心身、行動の様子観察を行い、食
事、排泄、睡眠状態のチェック、記録をし職員
間で情報を共有し、利用者の変化に応じ支援の
方法を考え実践に活かしている。

訪問理容・美容のサービスを取り入れている。

ご本人、ご家族からの希望を聞き、一人ひとり
の現状に合ったより良い生活が送れる支援がで
きるように、ケアプランは職員全員で意見交換
を行い作成している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

防災訓練を行い、ご利用者一人ひとりの身体状
態を考え、避難の方法を話し合っている。又職
員は防災関連の研修会などで対策を学ぶ機会を
定期的に受けている。

入居時に重度化や終末期についてのお話をさせ
ていただきホームでできる範囲の事を理解して
いただき、その時期がきた場合は医療関係者、
ご本人、ご家族、職員で対応の検討をしてい
る。

事故発生時の対応や急変時の対応、連絡方法は
マニュアルを作り、定期的に話し合い適切に対
応がとれるように努めている。

受診が困難なご利用者には協力医療関係の看護
師さんが往診に来てっくださったり、薬につい
てはご利用者の処方薬を取り扱っている薬剤師
さんが薬の情報を提供してくれたり相談にのっ
てくださる。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

台所仕事を得意とするご利用者に食事の準備や
片付けを手伝って頂いている。また個々に合っ
た食べやすい形状にして出している。

一人ひとりの生活ペース、身体状況に応じ対応
し、利用者本位の考えを大切にし、日常生活を
支援している。

訪問理容、美容を定期的に利用できるように支
援している。

プライバシーを傷つける事が無いように、言葉
遣いや行動に気をつけた対応を心がけている。

ご利用者の思いや希望が聞けるように、個別対
応の機会を設け傾聴し、より良い支援ができる
ように繋げている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

毎朝牛乳を飲んでいただいたり、運動への働き
かけを行うなどしている。便秘傾向になりがち
な方は医師に相談し漢方薬などをし処方しても
らなどして排便リズムを整えていけるようんに
支援している。

入浴順番に不満がないように、入浴順番が公平
になるように毎回順番を変えている。また一緒
に入る利用者同士の組み合わせにも配慮をし、
個々に応じた入浴方法で支援している。

毎食後、全利用者に行っていただけるよう促し
をしている。介助の必要な方は職員が支援し、
口腔内の清潔保持に努めている。

全利用者の排泄チェックを行い、排泄リズムを
把握できるようにしている。又排泄意識の低下
が見られる方は、定期的にトイレ誘導を行い、
トイレでの排泄が多くなるように支援してい
る。

一人ひとりに合った食事量の配分、水分量の
チェックで十分に水分量を摂っていただけるよ
うに支援している。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

買い物や外出時は各自お金を持っていただき、
自由に買い物を楽しめるように支援している。

一人ひとりの利用者が得意とする事を活かせる
ように役割を持っていただき、日常生活を楽し
めるように支援している。

毎日の犬の散歩はご利用者の体調や気分に配慮
しながらお誘いし出かけている。また、ご家族
と外出、外泊の機会が作れるように支援してい
る。

一人ひとりの睡眠時間を記録し、睡眠リズムを
把握している。また日中は個々に応じた活動や
休息時間を調整しながら、睡眠への支援をして
いる。

ご利用者の薬情報は個人ファイルで管理し、職
員が把握、確認できるようにしている。また、
服薬の変更などがある場合はその都度、個人記
録、申し送りノート、口頭での申し送りで常に
ご利用者の服薬状況を把握するように努めてい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

各自の居室は今まで使っていた家具や思い出の
ある物を置いたりし、ご本人が独りになりたい
時に居心地良く過ごせるように、ご本人やご家
族に任せている。

館内には手摺りがほぼ設置されており、外への
アプローチにはスロープが設置されているの
で、自立歩行が安全にできるようになってい
る。そして少しでも長く自立した生活が続けて
いけるように工夫している。

ご利用者が不快に思う事がないように職員は大
きな声を出したり、大きな音をたてたりしない
いように気をつけている。ホーム内には思い出
になるようにイベント事の写真を飾ったり、ご
利用者の作品を飾るなどしている。

共用空間が広いので、談話やテレビ鑑賞を
ゆっったりと過ごせる為、気の合った利用者同
士で場所の確保ができる。

ご利用者から希望される時はいつでも電話をか
けたり、手紙を書けるように支援している。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

弥生台グループホーム

正泉館

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　理念を目につく場所に掲げ、スタッフで共有
し、実践するよう努力している。

　地域の行事には積極的に参加し交流を計って
いる。

　地域の行事に参加したり、月に一度は施設を
開放し、地域の方々の来訪を呼びかけ、認知症
の方とスタッフとの関わりを見ていただいたり
と参考にしていただいている。

　定期的に開催をし、活発な意見交換を行って
いる。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

　定期的な勉強会への参加や、スタッフ同士、
十分に行動に注意し防止に努めている。

　管理者は、ご家族との話し合いにより、活用
できるよう支援を行っている。職員は学ぶ機会
を持ち、理解できるよう努力している。

　

　面会等、ご家族とは密に連絡を取り、意見や
要望を聞き入れる機会を設け、可能な限り運営
に反映させる努力をしている。

 スタッフ一同、身体拘束のないケアに心掛け、
自由に行き来できるよう可能な限り施錠をせず
（両館の錠）注意を払い空間作りを行ってい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

　

　

　

　

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　入居後は様子観察をじっくりと行い安心、安
全の確保に努力している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

　面会の際には、十分に話しをする時間を設
け、信頼関係に努力している。

　じっくりと話しをしながら、いろいろな角度
からの支援内容を検討し努力している。

　馴染みの関係となり、出来ることはしていた
だきながら、お互いを支え合う関係となれるよ
う努力している。

　家族とも信頼関係を築きながら、共に、本人
を支えられるよう役割分担をして（受診等）努
力している。

　いつでも面会が出来、電話ができるような雰
囲気作りに努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

　孤立しないよう、常に配慮し、より良い関係
が築けるよう利用者の間に入り、支援してい
る。

　相談しやすい雰囲気作りを努力している。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　本人の立場に立ったケアをするよう努めてい
る。

　バックベースを把握し、生活環境の変化を最
小限におさえるよう努力している。

　朝のバイタルチェック、顔色等、健康観察を
行い、一人ひとりの状態の把握に努めている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

　月１回のミーティングにより、活発な意見交
換を行い、現状に合った介護計画を作成してい
る。

　より良い支援ができるよう、情報の共有をし
実践へと繋げている。

　本人の様子を日々観察し、柔軟な支援サービ
スに取り組んでいる。

　ご本人のバックベースをもとに、馴染みの人
や環境の中で生活できるよう支援している。

　ご家族と連携をとり、速やかに適切な処置を
受けられるよう支援している。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

　看護職員はいない為、常に健康管理に注意
し、急変があれば速やかに受診できる体制を整
えている。

　定期的に面会を行い、病院と家族との連携を
行っている。

　

　緊急対応等、日々確認し合い実践力を身に付
ける努力をしている。

　定期的な訓練を行い、地域との協力体制を築
いている。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

　プライドを傷付けぬよう、常に言葉掛けには
注意し、行動している。

　傾聴対応に心掛け、本人の思いを汲取る努力
をしている。

　ゆっくりと、ゆったりとした空間の中でご本
人のペースで生活していただけるよう、状態観
察を行いながら支援している。

　朝の起床からお手伝いをさせていただき、本
人の希望に合ったおしゃれ、身だしなみの支援
をさせていただいている。

　ご本人の能力に合ったお手伝いをさせていた
だいている。
　食事への関心、意欲がでるよう支援させてい
ただいている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

　食事量、水分チェックを行い状態の把握に努
め、安心した食事を摂っていただけるよう支援
している。

　毎食後、その人に合った口腔ケアのお手伝い
をし、状態の把握をしている。

　定期的な誘導を行い、トイレでの排泄につな
がるよう努力している。

　水分チェックを行い、毎日体操を行い、出来
るだけ身体を動かしていただくよう促し、努力
している。

　入浴日は決められているが、出来るだけ本人
の希望に添った支援を心掛けている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

　状況に応じて、一人ひとりの状態を観察し、
その時に合った支援をしている。

　スタッフは誤薬が無いよう何重ものチェック
を行ない健康管理に努めている。薬の目的を理
解し、症状の変化にもすぐ対応できるよう努め
ている。

　レクリエーションを通じて、一人ひとりの楽
しみ事を把握しており、スタッフの声掛けで日
常的に活気ある生活の支援に努めている。

　本人の希望があれば、可能な限り戸外に出掛
けられるよう家族と協力しながら支援してい
る。

　定期的な買い物をする場を設け、お好きな物
を買ったりと、希望があれば、それに向けて支
援を行っている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

　本人の能力に合った支援方法を検討し、可能
な限りの支援をしている。本人の希望があれ
ば、電話のやり取りができるよう支援してい
る。

　季節の花や絵を飾ったり、温度管理をこまめ
にして、居心地の良い環境、空間作りに努力し
ている。カレンダー、日程表を活用。

　自由に居室を出入りして独りで過ごす時間を
大切にしている。
　共有空間には、ゆったりと座れるソファーで
くつろいでいただいている。

　ご本人の希望と家族との相談で、安心して居
心地良い部屋となっている。

　トイレや風呂場は一目で分かるよう絵付きで
表示されており、廊下は手すりが付いて安全に
歩行できるように工夫している。
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事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 49
 ご家族の要望で「散歩
の回数を増やして欲し
い」と挙げられている。

　業務の流れを見直し、
散歩に費やす時間を増や
せるようにする。

１年

2 11

　食事の管理を、外注の
業者に頼るばかりでな
く、持込まれた物の中で
活用できるメニュー作り
を行いたい。

　メニューや食材は外注
の業者の物を活用し、今
までのノウハウを活かし
た事業所独自の食事管理
を行う。

１年

3

4

5

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

　全職員で業務の流れを検
討し、入居者の散歩の時間
を増やせるよう、職員の配
置を決め、全職員で入居者
と散歩の時間を楽しむ意識
付けを行う。

　現存する自主的な活動（ファ
ミリー研究会、食事研究会、行
事研究会、園芸・農園・飼育研
究会）の在り方を見直し、日常
業務での係わりに柔軟性を持た
す。

目　　標

弥生台グループホーム

平成22年11月2日

目標達成に向けた

具体的な取組み内容
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